
 

 

ＩＥＣ100 年記念  
ＴＣ13（電力量計測・負荷制御装置技術委員会）関係の回想 
 

電力量標準化委員会 
元国内委員長 楠井昭二  

１. 初期の活動 
 昭和 30 年代に電気学会内に積算計器標準特別委員会があり、同委員会が、旧通産省電気

試験所が幹事となり主にＪＥＣ規格の審議作成を行っていたが、ＩＥＣ文書も受け取り処

理していた。余り関心が無く殆ど審議はされていなかったようである。 
 昭和 40 年に機構改革があり、前記電気試験所検定部、日本電気協会計器局等が一緒にな

って日本電気計器検定所（日電検）が設立され、日電検が中心となり本格的にＩＥＣ文書

の審議も行い始めた。 
2. ＩＥＣ国際会議への出席開始 
昭和 40年に旧ソビエット連邦のレニングラードで開催された国際会議に日本として始め

て前記委員会山口光次委員長が出席参加された。 
 電力量計は輸出、輸入が殆ど無く、メーカ各社はＩＥＣ規格には余り関心をもたなかっ

たようである。毎年又は 2 年ごと（近年）に開催される国際会議には、他の技術委員会も

兼ねて殆ど日本電気計器検定所職員、たまに大学の先生にお願いして出席して頂いた。 
 当時はＴＣ１３（電気測定器―親委員会）の下に分科会，ＳＣ13Ａ（電力量計、後年Ｔ

Ｃ13 に昇格），ＳＣ13Ｂ（指示計器、後年ＴＣ85 に昇格），及びＳＣ13Ｃ（電子計器、後年

ＴＣ66 に昇格）があった。 
ＳＣ13ＡがＴＣ13 に、またＳＣ13ＢがＴＣ85 に格上げされた時期は、後で述べる昭和

59 年の東京会議の頃と記憶する。なおＳＣ13Ｃは割合に早くからＴＣ66 に格上げされた。

従って国際会議はＳＣ13ＡとＳＣ13Ｂが同時に開催されることが多く（例えば１週間ずつ、

そして纏めとしてＴＣ13 が最後の 1 日だけ開催される）、また遠い欧州で開催されることが

多く、殆ど同じ一人が全部出席した（東洋からの参加は日本だけであった）。欧州からの出

席者が多く、委員会ごとに異なる人が出席するようであった。 
３. ＩＥＣ対策国内委員会の正式発足   

ＪＥＣ標準特別委員会でＩＥＣ文書を審議していたが、昭和 48～49 年頃より正式に独立

した IEC 国内委員会が発足し IEC への本格的取り組みが始まった。 
４. IEE（英国電気学会）国際会議の発足   
電力量計の技術に関する研究会を英国が提唱し、第１回国際会議が昭和 42 年に開催され

以後 5 年毎に（最近は 2 年毎）開催され規格の技術的裏付けが行われようになった。この

研究会議にも毎回日本からの出席参加者があり、研究論文を発表している。 
5. 電子式電力量計の研究活発化 
 昭和 47 年の第 2 回 IEE 国際会議において日本を含め各国より続々と電子式電力量計の



 

 

研究発表があった。この数年後に特別精密の電子式電力量計のＩＥＣ規格草案が作成され、

日本も審議し意見書を提出した。 
6. ＩＥＣ本部のＴＣ１３委員長選出の裏工作劇 
 昭和 50 年頃、それまで長期間委員長を務めておられた英国のホワイトヘッド氏が亡くな

られたので、昭和 51 年のワルシャワ（ポーランド）会議で後任の選挙が行われたが、欧州

では名誉なことで希望者が多く、いろいろ事前交渉が行われたとのことである。会議の休

憩時に日本人唯一人の筆者のところにたまたま知り合いの何人かが頼みにきた。結局最有

力とみられていたスイスのシュペルテ氏に決まった。氏は何度か日本に来られた親日家で

あった。 
7. 昭和 50 年 電力需給計器電子化研究会開催（国内、電気学会主催） 
 国内各社の電子式電力量計の研究開発状況が発表され、国際的にも遅れをとることなく

ＩＥＣ規格化への対応・準備も密かに進められた。 
8. 昭和 52 年 電子式電力量計に関するＩＥＣ規格化の審議開始。 
この時はまだ採算性に問題があり、従来の機械式では得られない高精度の 0.2Ｓ、0.5Ｓ

級電力量計に限るものであった。大口取引用の計器で個数は余り多くない。日本からも積

極的に審議に参加し、出力パルス周波数の高い日本独自の技術があり、これに適した試験

法などが採用された。 
9. 昭和 55 年 ＩＥＣ687：0.2 級及び 0.5 級電子式電力量計の発行。 
 この時期はまだ技術の発展段階でもあり、完全なＩＥＣ規格で無く IEC-Report の段階

であったので、それほど拘束力のあるものではなかった。 
10. 昭和 55 年 電子式電力量計の性能試験方法に関する調査報告の出版（国内、電子式

電力量計試験方法研究会） 
 ＩＥＣに平行して日本電気計器検定所が中心となり、数年前より上記の電子式電力量計

試験方法研究会が結成され試験方法の統一について検討されてきたものである。 
11. 昭和 56 年 国内各社、管理用電子式電力量計を量販開始 
これにより電子式の信頼性が確かめられ、５年後の型式承認へとつながる。 

12. 昭和５７年 フィンランド・バルメット社、日本（日電検）の技術援助でＩＥＣ準拠

取引用電子式電力量計を完成発売。 
 これは完全にＩＥＣ準拠によるもので世界的にみて量産的には最も早い部類と思われる。 
フィンランドでは機械式の製造設備は古くて、これから設備更新するなら電子式用の方が

総合コスト的に有利ということで、電子式計器の開発に極めて積極的であった。たまたま

ＩＥＥ論文等を見て昭和 52 年頃日電検に技術援助を申し込んできたものである。 
13. 昭和 57 年 日本で初めて電子式計器（特別精密電力量計）が検定に合格 
これは電源開発（株）竹原火力発電所に実用された。ＩＥＣの 0.2 級相当のものであった。 

14. 昭和 59 年 ＩＥＣ東京会議開催（通産省、電気学会、日本電気計測器工業会） 
 旧ＴＣ13 計測関係、即ち新しいＴＣ１３、ＴＣ85、ＴＣ66 の合同国際会議が始めて日本



 

 

で開催された。18 カ国 100 名近い参加者があった。実行委員会等を設けて約 1 年間の準備

活動が行われた。会場、見学会、レディースコースなど当日のスケジュールの準備のほか、

資金集めに苦労したようである。 
国からの補助金では不足で関係各社より一口 10 万円で何口か寄付をお願いし、結局赤字

にはならなかった。 
 東京の地下鉄網の複雑さに驚き、よくも時刻表どおりに、衝突もしないで？運行してい

るものだと感心している人もいた。（地下鉄の地図を見るとそんな気がするとのことであっ

た） 
１５.  家庭用電子式電力量計の草案作成作業グループＷＧ１１に日本参加 
 東京会議でこのＷＧ１１設立が提案され、日本としても重大な関心がありＴＣ13 として

は始めてＷＧに参加することになった。草案作りの最初からエキスパートとして参加して

おれば極めて有利であることは分っていたが、年に数回も欧州まで出張せねばならず、な

かなかその候補者がいなかったが、東芝の高橋治男氏（現電気学会調査会理事・計測制御

通信部会長）に決まった。以後最初から草案の情報も得て審議に大いに役立った。なおそ

の後ＷＧ13（自動検針等通信用データ処理）にも東芝の方より参加頂いた。 
１６. 昭和 61 年「電子式電力量計の性能・構造基準」を制定（電子式電力量計研究委員会）  
 この性能・構造基準はＪＩＳに準ずるものとし、関係業界で纏めたものである。以後型

式試験はこれとＪＩＳに基づいて行われた。 
１７. 昭和 61 年 電子式電力量計型式承認第 1 号 
これはＩＥＣ0.2Ｓ級相当の特別精密電力量計で明治以来の通算第 814 号で電子式では第

1 号である。以後、誘導型よりも電子式が続々と型式承認されていった。 
１８. 平成２年 家庭用電子式電力量計の規格ＩＥＣ1036：1 及び 2 級電子式電力量計の

発行  
 約５年の審議期間を経てようやく纏まった。審議過程で日本としては下記の 2 つの大き

な問題点があった。 
① 定格電流と基本電流  基本電流はもともと機械式（誘導型）の設計上の定格で、この

何倍まで誤差補償して使用できるかという発想で、例えば 100（10）Ａという銘板表示

では、10Ａが基本電流で最大 100Ａ（これはメーカーが自由に決めてよい）まで使用で

きるという意味である。誘導型のＩＥＣ規格をそのまま踏襲している。日本の誘導型の

ＪＩＳでも当初 30Ａ計器をⅢ型計器と称し 10Ａの 3 倍という意味を示していた。その

後ＪＩＳ・計量法では最大値 30Ａを定格としている。電子式では理論的に最大値まで

誤差が無いので、日本としても特に反対しなかった（技術的には大きな問題がなかった）。 
    なお欧州では瞬間湯沸器はガスよりも電気ヒータが採用されていると聞く。最大電流

は短時間であり、端子は大きくない。日本の 120Ａ計器の端子は連続使用で大きい。 
② 不正行為に関する対策  電力品質の良い日本では考えられないような要求試験項目

が追加された。その内容はここでは触れないが、当初日本としては反対意見を提出し



 

 

ていた。しかしＷＧ１１の情報では欧州等で昔から不正行為が多く無視できないとの

こと、国情の差とも考えられ、結局日本の反対意見を取り下げた。将来ＪＩＳのＩＥ

Ｃ化を図るとすればこれに対応しなければならない。 
この個数の極めて多い家庭用電子式計器のＩＥＣ規格が完了して、ＴＣ１３としては全般

的には大きな課題を処理し一段落した感があった。 
１９. 中国が関心を持ち始める。 
  平成２年（天安門事件の翌年）に、北京でＩＥＣ総会が開催され、ＴＣ13 も開催され

た。大変な力の入れようで天安門大広間で首相自ら歓迎の挨拶があった。万里の長城見学

にはパトカー先導付きノンストップの観光バスに乗せてもらった。 
  近年はＴＣ13 でも日本のみならず中国、韓国など東洋からも参加するようになった。 
２０. ＴＣ１３の課題 
  前記規格の見直しのほか、ＴＣ１３の名称が電力量計測・負荷制御装置になって、対

象範囲が広くなってきた。タイムスイッチ、トークンメータ、皮相電力量計、信頼性、安

全性、試験装置などの草案又は規格化のほか、特にリップルコントロール・自動検針がら

みと思われるが、通信データ処理が規格化されている（平成４年、プロトコル等平成１０

年）。電力線を通信に利用するのでＴＣ５７ともときどき情報交換してきた。 
  ＪＩＳも国際化対応を迫られ、今後ＩＥＣの内容を取り入れた改訂が行われるものと

思われる。 
 （以上間違いもあると思われるが、独断と偏見により記した。） 


